
部誌ベルクハイムに掲載された広告を見ても、

やはりそこに時代は映 t′ 出されているものです。

ここではスポーツ店に絞ってまとめてみます.

1号 丸善運動具店 (大手町) ニシナガ商会

(香林坊) 大和デバート (片町)

2号 山みち (上伝馬町) 西田運動具店 (堅町)

3号 丸善運動具店 西田運動具店 山みち

コジマスポLッ (尾山町) 田村テント

制作株式会社 (野町広小路)

4号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

5号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

6号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

北村運動具店 (木倉町)

7号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

8号 コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

中村スポーツ店 (広坂)

9号 西田運動具店 田村テント制作株式会社

マンゾク製靴 (金大生協)

10号 田村テント制作株式会社  マンゾク製靴

11号 西田運動具店

12号 コジマスボーツ 木リイケ (本町)

13号 ホリイケ

18号 チヤムラン (笠市町)

19号 チヤムラン 好日山荘 (安江町)

20号 チ ヤムラン ケル ン (尾山町 )

21号 チヤムラン ケル ン

22号 チヤムラン ケル ン

23号 ケル ン

24号 ケルン 好 日山荘

25号 ケル ン

26号 好 日山荘

35周年記念誌 ケルン (高柳町) コージツ

(東大通店 新神田店 高尾店 )

33～37号は1997年 1月 発行

以後発刊されていない.

経年変化を追うと、長い間には店そのものが

消失した…が一番多いようです。

テントやザックは、アウ トドアの言葉が出て

くる頃から、テント屋をこれました。

また、デバートについては、皿洗いの腕と忍

耐を買われて、食堂専属団体バイ トをやってい

た時代があり、そのお情けでいただいた広告で

した。紙面の山用品の階に出入りしていた訳で

はありません。

その他は、当時の現役部員が出入りしていた

スボーツ店であって、「広告をお願いします」

が言いにいけるほどの付き合いはあった店とみ

なせます。どう考えても、それは広告費ではな

く、寄付金に該当する出費といえました。

14～ 17号では、広告ゼロです。山小屋改築が

部財政を圧迫、見劣りする体裁での発行がやっ

とであったため、欲しいけれどお願いにもいけ

ない結果であつたようです。

27号から、再び広告はなくなりました。その

後は 6年に一度の発行となり、広告を集める伝

統もなくなりました。

35周年記念誌の広告は主に、25期雄谷さんが

自分の人脈で電話を入れてくれ、現役がその後

足を運んで獲得したものでした。寄付そのもの

で広告を出してくれたOBも いました。また、

あの時、ノウハウなしの広告取りの陣頭指揮を

とった34期松浦さんは、今明石市役所勤務で .

花火事件のその後に奔走しています。

今、現役会計は、高三郎登山道修復の補助金

で潤い、もう広告とりの必要はなさそうです。

だからといって、部誌が発行されるわけでもな

いのが「時代」です。

さて、今、中高年登山ブームが押し寄せてい

ます。20年近く続いてきた点からは、加齢によ

る次の変化がそろそろでてきそうではあります

が…。

出版物を見ても、切り口をやや変えては、重

複購入をねらい、綺麗なカラーページばかりが

豊富で、「行きたい」心を煽るようになってい

ます.

一方、地図がダウンロードできたり、リアル

タイムの天気情報が入手できたり、山情報を固

覧できたり…情報が簡単に手に入るようになリ

ました。まさに本人の力量とは無目係に入手で

き、それがまた「簡単に」登れる錯覚を招きま

す。携帯電話で「私はどこにいるのでしょう?

」「地口 ?持っているけれど、わかんない」。

そんな方達のために、山用ナビが開発され、

ザックの上に広げておける太陽電池も軽量化が

図られています。

以上のような変イヒを、「今時の」と、編者は

嘆いておればいいけれど、客としてお相手を務

める山道具屋さんは、たいへんに違いありませ

ん。
-8-



「スポーツ店」で電話機を調べると、それだ

けではわかりにくいもののサッカー専門、ラケ

ット専門など、扱うジャンルが決まっているも

のです.

個人商店の場合、山・スキーとジャンルを餃

つた中で多種の商品展開をし、道具とフィール

ドの最新情報・話題に通 じ、地域での顧客をき

つちり押さえてい<…が、生き方となるのでし

ょう。

一方、コージツ、アルベン、モンペルなどの

全国チェーン店は、山渓、岳人などの月刊誌、

発行本に宣伝することによって、不特定を含む

集客をしています。自社製品をプランド化や、

直営店といつた展開もしています。山道具店と

いうより、アウ トドアの言葉の方が嵌まる店構

えです。金大ワンゲルにカヌーのジヤンルが加

わつたのも、これらの店舗てみかけたり、情報

入手できるようになってからのようです。今、

コージツには35期吉田さんがおり、モンベルは

現役、留年OBの貴重なバイ ト先ということで

、広告をいただきに行くなら、そちらのあたリ

でしょうか。

もちろん、大規模店の 1コ ーナーとして、ゼ

ビオ、デボはそのように店舗展開をしています。

どんなスポーツにどんな用品が売られているの

か ?大体育館か倉庫か ?の中を眺め歩くのは楽

しいものです。ただ、そこで商品整理に忙しい

店員に聞いても、あるのないのしか答えてもら

えず、時にはこちらが「こういう時に使う、こ

んな形の物で」と説明することになります。つ

まりはこちらがすでに知っているような消耗品

を、安く購入が目的の限定利用になります。

以上のように、山道具店にも、時代の波は押

し寄せ、目的別利用もなされています。

「ケルンJは金沢にあって、一早く郊外型店

舗経営を始めた山・スキー専門店です。オーナ

ー吉田さん夫婦がしつかり舵取りをしてきまし

た。

振 り返れば、息子達の小さな山靴、また末つ

子を担いてい<ためのキャリア、その二代目…

いずれも意にかなう品がケルンにはありました。

その頃他の店では見つからなかった子供サイズ

の豊富さ、安定感のあるキャリアでした.

また、笈ケ岳に参加を決めた私達夫婦が、無

縁と思っていたアイゼン、ビッケル、エアーマ

ット、厚手シュラフ、さらには増えた荷物のた

めの大型ザックと20万円の出費になってしまっ

たのも、ここケルンでした。カードが使えない

とのことで、道具は預けたまま後日支払いに来

ることになりました。面倒に思った一方で、万

一がつきまとう山遊び…現金決済をなるほどと

思い、出費の分気を引き締めたものでした。

山道具屋さんならではの、見える時代、世相

があるはずです.厚かましく取材をお願いしま

した。

『えっ?力丸さんや林さんと載るの ?

格違いますよ。困つちゃうなあ…」

吉 田  孝 男

(よ しだ たかぉ)

略歴 昭和20年生まれ。昭和53年より、山

とスキー専門店「ケルンJを経営。 6年後、

尾山町より、高柳町に移転.

現在も年に40回余りの山行、山スキーを楽

しむ。

まず、お年は ?意外とお若かった。こちらが

ベテランだとかなり年上のはずの発想をしてし

まうからである。そういえば、息子達の登山靴

を探 しにきていた頃、退屈を紛らわす手頃な遊

具が店の片隅に置かれていた。あ、同じ世代な

んだと、頭の中を前倒 しにする。まずは私の知

つている頃の山や社会を背景に、お聞きしてい

けばいいのである。

石川県出身。それだって、富山県のはずと決

め付けていた。ああ何も知らんなと思いつつ :

今の山仲間についても実はそうは知らないと気

付いた.山へ来たら山の話をする。下界を持ち

込まず楽しむ…それが山の世界なのだ。

一番初めの山は高校生の時。近所の人に連れ
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ていってもらつた剣岳であつたという。オヤジ

の作業ズボンを穿き、借り物のキスリング、キ

ャラバンの出で立ちだつた。キヤンプの際の水

の冷たさを何より覚えているという:

ところが、自分から山に行きたい気持ちは全

くなかつたので、のめり込んだのはスキーの方

。23才の頃だつた。24才からもつばら白馬へ通

うようになり、暇になる夏もついその近辺の山

へ足を運ぶようになった.さ らにはその自馬の

スキーの先生自身が山のベテランで、山の話題

もでれば、早春の蓮華温泉の山スキーなどにも

誘つてくれた。そんな中で山靴、山道具が増え

ていき、休日はぶらぶら一人で山へ行く…そん

なふうに山が始まって行つたのだそうだ.

そのように彼自身は山の組織に入つたことは

ないそうだ

「自分は組織を好まない方の人間でした。今

もそうですが、クラプを作ることも好みません

。だから、店でやっている山行も、自由に参加

していただければいいのスタンスで紹介してい

ます」

「本当は技術向上とか、いろんな知識を深め

るためには、組織に所属した方がいいでしょう

けれどね…J

さて、部の現役数も、減る一方であるけれど

、それでも金大内の部員数では 2位になるらし

い。ワンゲルだから減つたのではなく、組織を

嫌う全体風潮の中で、減っているということに

なる。

そのような、組織に属さない選択は、自由で

ある替わり全てが自己責任となり、より旺盛な

知識欲が必要になるはずである。が、単にひと

りよがり、世間知らずで固まっているのみのよ

うでもある。

では、組織に所属する側はといえば、おんぶ

にだっこで利用するのみ、が顕著になつてきて

いる。組織には、組織を維持していくための役

職と、教わつたことを次代に伝える責任がある

。そんな負担面には目わらず、会費を払えばサ

ービスを受けて当然とする風潮がある.ただ、

山に関しては、そのように無責任な利用レベル

では、何も身についてはいかないものだ。

どちらの選択にせよ、長短わきまえての自己

研鑽が必要であろう.

吉田氏の場合、組織には所属しなかったが、

その時々に教わる方がいた。

「立山ヘスキーに行つているうちにチロルに

顔を出すようになって、佐伯さんに山の話を聞

くようになりました。あの頃一人で行くと、山

小屋の主人はよく話をしてくれたものでした。

蓮華温泉の田原さんも、拒撻にあたりながら、

このへんの山のうち、あの辺りは絶対入るな、

雪崩の危険がある。今度はこつちの道から来て

みろと、詳しく教えてくれました」

「その後、見上峠の湯原氏やナカオ山岳会の

林氏など紹介いただいて、少しずつ教わつてき

ました。今も来店あ方から色々蘭いています。

山の危険は隠れた所にいっぱいある…そのこと

を私はしつかり教え込まれました。」

「だから難しいことをやってきたということ

じゃないんですよ。せいぜい、剣の源次郎尾根

ぐらい…それも重広氏のガイ ドでJ

部誌の20号から、ケルンの広告は登場する。

祖母谷から天狗の大下りの写真が使つてある。

祖母谷の名剣温泉が奥様の実家なのだ。

「結婚して 1年 <ら いで、女房の父親が体を

悪くしまして。女房の弟がまだ高校生でしたか

ら、山小屋を手伝ってくれんかと頼まれました

。 2年間やりました。でも弟がいましたから、

私の性格としては、まあ、親は一緒に仕事をし

てほしかったらしいですけど、二人ではうまく

いかんと思いましたし、女房もそう思つていた

ようですし。やむな<今の仕事を始めたという

訳で」

「昭和53年 6月 のことです。まさに無一文で

した」

「その前に、重広恒夫 (最近では 123日 百名

山踏破が有名。それ以前は、K2日 本人初登頂

など、ヒマラヤでの山歴豊富)を知つていたん

です.当時はアシックスに勤めていましたね。

彼に相談したら、ある問屋さんを紹介してくれ

て、そこから始めることになったんです」

昭和53年といえば、現役数が一番多かつた頃

であるc相応に需要のあつた頃ではないだろう

か。

「初めは商品をたくさん仕入れることができ

なくて、こまめにちょつとずつ、自分でできる

範囲で仕入れていました.それが、知らないう

ちにこんな状態になつて…」

違い日付きになって店を振 り返られる.堂々

たる構えの山、スキー専門店である。尾山町に

6年で、ここ高柳町に移転してきた.当時スポ

ーツは、学生か、有国人のやることで、スポー

ツ店なるものも、金大の回りや繁華街にあつた

ように記憶する。いち早く、郊外型店舗を展開

したわけである。すでに、スキー、登山に、マ

イカーは不可欠になつてきており、駐車場があ

り、豊富な品捕えの床面積を誇る郊外型を彼は

選択、軌道に乗せた。

「ワンゲルの方、金大の山の会、山岳部、そ

れにナカオの方にも、いろんな方のお世話にな

ってきました」
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ワングルの方はあんまり…とは思うけれと、

地道な苦労の報われた方の「みなさんのお陰で

…」には、こちらもほっこりした思いにさせら

れる。

さて、お店で山行をされるようになったのは

いつからだろう.

「一番下の娘が、中 1の時から始めて、今高

3だから―.6年前あたりからになりますかね

え」

私には、この表現がよくわかる。末っ子がど

の程度手が離れているかで、わが家族の行動日

も選ぶ山も決まっていったからである。その成

長に重なる背景の山があって、以前来た時は、

あの子は背中で、子守日傘の組で遊んでいたな

あ…は、とっておきの思い出である、

「それ以前にも、店の休みの火曜日には出掛

けていたんですけどね、私と女房と、あとは店

に来た暇そうな人に、あした山へ行きますけど

くらいに声を掛けてJ

「どうせなら、アフターサービスで連れてい

ってあげれないかと、その頃から年間予定をた

てて貼 り出すことにしました」

山専門店が、地域の山グループの紹介をする

だけではなく、自ら山行を計画して募集する…

今はよくみかけるサービスになった.客をつか

みたければ当然かといえば、私は引率する側の

苦労がよくわかる。ポランティアであってさえ

、添乗員なみにサービスを要求され、我儘、苦

情をぶつけられる。事故にいたつては、店の方

が立場が悪くなるはず。だいたい、この人は…

のようなお客さんを断ることになれば、逆効果

にもなりはしないか?

「そうですね。引率する側には事故が一番嫌

なことですよね。私は 1回 もないんですよ」

「出発前には山行申し込み書に記入してもら

います。そして相当に釘を刺してしまいます。

それでもよかったらどうぞということで」

事故がないといっても、膝痛、頭痛といつた

トラブルぐらいはおきる。膝を痛めると治りに

くいので、ザックを持つてあげる場合もたまに

はある.目 の届く範囲で行動してもらうを徹底

しているとのこと。

きれいに整理された山記録.ス リープ保存ネ

ガにも、なるほど日の届く範囲の人数の方達が

写っている。20～30人、まして、70～ 80人でぞ

ろぞろなんて、異常だ。私はそのような会を手

伝ってきて、何度も一緒に登りながら、あの人

達の名前も覚えられなければ、山の話をしたこ

ともなかった。主催者の意図が浸透 し、把握で

きうる人数…保険より何より、根本の安全策で

あると思う。

「国内旅行の延長で山へ…それは堪忍させて

もらっています。お客さんだからといっても、

奥様と、夏は岳沢ヒュッテの従業員だつた次女。

ケルン山行参加

"氏
名                 生年月日

●こ所                      '=Lこ Flχ

お動め先                    11し
`Fl:

山行層

痛震

山晨

`害
保険加入会社名

所属山

`会
名                   11口 Fll

● 山岳会に所属の方は、必ず,山■●●セ会に■出し、ul岳会0承認をllて ください.

又、Я置のある方や、at晨 に不安のある方lt、 選||の お晰■を腱出してしただく
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思い付きで山へ来るんでなく、計画性をもつて

。行くんだったら、よく調べてから、分からん

所を聞きに来てくださいと言つています」

「何も調べないで、何から何まで聞いて、そ

れて『私、自山行けますか』じや困るんです」

今の世の中、好意が仇になることは多い。サ

ービス業ゆえ、あるいは、ポランティアであつ

た私違より苦境に立たされる場面も…と想像し

ていた私には、深く首肯けるフレーズだつた。

つまりは、「いいことをしてあげている」気分

で、引率していた私達の方が隙だらけだつたの

だ。やっばり店を背負つて、自己責任で生きて

きた人は違う。

そのような「私、自山に行けますか」のよう

な人を、山行の場合には釘を刺す手があるとし

て、肝心の商売上ではどんな対応になっていく

のだろう。

まず靴。「軽い物」だけがポイントになって

しまうという。

「帰るまで安全に足を守り、さまざまな地形

でよリカバーしてくれるとなると、相応の厚さ

重さがでてきます。軽い靴はそれらのどこかを

削つて軽くしているんです。だから『こちらの

靴の方が安心して登れますよ』とは言うんです

けどね」

「私も3足 くらいを使い分けています。本当

は全種を履いて試してみればいいんかもしれま

せんがね。以前より重い靴を選ぶようになつた

気がします。昔ならどんな靴を履いても、気に

ならなかつた。体がカバーしてくれてたんだと

思います。今はああ、こつちの方が乱暴に下リ

ても安定すると、違いがわかるようになりまし

た.それだけ体力がな <なった、年をくったん

だと思いますけどね」

次にザック。「白山行 <んですけど、どれく

らいの大きさがいりますか」と、来る。彼が、

25～301のザックを見せると、「そんなの担げ

な～い」となるそうだ。

「『夏の自山なら、こういう物が必要だし、

体調を崩したり、怪我をしたり、お腹を壊した

りといつた病気も考えると、これくらいの物は

持つていかないと安心できませんよ』と言つて

もダメですね。うわの空です」

「で、そういう人には、『いきなり白山では

なく、それだけの装備を担いで行ける山からま

ず登つてみて、自山に備えて下さい』と言うし

かないんですけど、なかなかねえ」

「私もそうなんですけど、この年くらいにな

ると頑固というか、人の意見をいれてくれない

というか…」

私もメモの手をとめ、大きく頷いていた。若

ければ、若気の至りもある一方で、先達の言う

ことにまず耳を傾けようの心もあるだろう。始

末が悪いのが中高年.山では未熟のはずなのに

世間では一人前だからの頭があつてか、聞く耳

をもたない。

ガールスカウトの団長も言つていたつけ。子

供はまだ、「ここで待て」と言えば待つている

。手に負えないのが大人。「私はああだから、

こうだから」と、勝手に変えて、それで迷惑に

なるかもの意識がない.

すなわち、靴もザックも軽い方がいい。その

方がバテないではないか !バテたら登れないし

楽しめないでははないか !では トラブルがおき

たら…すべて人任せなのである。それが、ある

いは死につながるかもとは全く考えていない。

自分の入り込んでいる山とはどういう環境なの

かが意中にない。

中高年登山ブームは、山道具店には嬉しいこ

とに違いない。でもかえってそのエゴに翻弄さ

れている生々しい現場かもしれない一の予想は

あたっていたようだ。かつては経験を交えつつ

の商品説明は楽しかつたに違いない。今は…。

「音は、聞き方がすごくきちんとしていたよ

うに思いますね。こちらも尋ねられれば、責任

の持てる範疇でお答えする。知らないことは知

らないと、そういうことなんですけど」

「聞かれれれば、ザックはこういう大きさ、

持っていくのはこういうものと、ご説明する訳

ですが、『どうして ?ど うしてそんな物がいる

の ?』 と…」

「きちんとした方と、きちんとしていない方

が、はっきり分かれているように思いますね。

夏なんか、特にそうですね」

いる物を聞いて、あれこれを手にした、彼、

彼女達は、次には「高い」の、「あれこれ買わ

せようとしてJの苦情を言うのだろう。吉田さ

んは、つい、

「お金は無理にかけなくていい。防寒具など

は家の押入に汚れたのとか、穴があいて継ぎを

したのとかあるでしょ.そういうのを山用にし

て持っていけばいいんですよ」

ともア ドバイスしてしまうそうだ。

すなわち吉田さんは,きちんと山に向き合い

安全に帰れるを最優先に、体力・経験を積み、

その過程で、相応 しい装備 。道具が揃えられて

いくことを望ましく思っているわけなのだが、

今の登山ブーム層は、年代的にそう離れてはい

ないはずなのに、認識がずれているようなので

ある。
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装備に関して、他にはどんな変化が見られて

いるだろう。

「雨具は完全にゴアテックスが浸透しました

ね。30年前の出始めの頃は、ジヤケットだけで

4万 5千円ぐらいしていましたが、今は上下で

2万、 3万であります。たたむと小さく、軽く

、よくなりましたね」

「ス トックがよく出ます。間かれれば 2本の

方が楽ですとは言いますけれど、 1本の方が片

手が使えると云う方が多い。まあ好みですね」

「ビッケルも、もともと、ホール ドとバラン

スを崩さないための道具で。まあ、滑りだした

ら停められませんからね。アイスビックも出て

はいますが、まあ、氷や岩場へ行く人は減りま

したね」

「クライミングやっている人はいるんですけ

ど、人工壁とか、完全に独立したスポーツでや

つてて…。昔は登山の一ジャンルで、山の途中

には岩もあるからと、ザイルワークも幅広く取

り組んでいたように思いますが、今は別の層と

いう感 じですね」

「それてかどうか、店に来る層では、登山目

的の若い男の人が少ないですね。それは山を歩

いていてもそうで、見かけませんね。単独行し

てるのは女の人の方。でっかいザック担いで。

それも綺麗な人が多い。店頭で若い女性に『あ

んた達みたいな綺麗な人が山へ来てくれていた

ら、若い男の人も来るようになるかもね』なん

て、声かけています」

ワンゲル現役も、今年の新人は男子 2、 女子

6の割合だつた。その女子連は骨があって、元

気だという。そして、夏合宿リーダーをやった

3年生女子は「男二人がひ弱で、私は30キ ロ以

上担ぐはめになって…c荷物の軽いパーティー

に抜かれるのが悔しかった」と、頼もしい弁.

女性の活躍大歓迎。しかし、それを上回つてい

いはずの男性、人口の半分いるのに、大学なら

上回る数の方なのに、どこへ行つた ?

「コンロは年配の方でもよく買つていかれる

ようになりました。ガソリン系は非常に減りま

した。ガスに押されたんですね。何といっても

便利ですからね。ただガスは、 9月 の黒姫でも

お湯が沸きにくいことがありました。日帰り日

内の行動でも、使えなくなることがあります。

便利な物には落 し穴があるもんです。私は、寒

い時期は、ガスとガソリンと両方持つて行くこ

とにしていますね」

「水筒は売れなくなりました。ベットボ トル

で十分ですからね。そこそこ丈夫ですじね。た

だ、うっかり落とせば割れるおそれがあるし、

気圧の変化も加わりますし。私は必ずアルミの

1:と、ベットボ トルという組合せにしていま

す」

「衣類も次々新 しい素材がでてきています。

ただ、そんな化繊の肌着は-20℃ までといわれ

ています。結局ウールが一番で、-20℃ 以下に

なるとウールが良いと聞いています」

「ようするに、自分にふりかかることは、自

分で注意する…その立場で道具を選び、使って

いけばいいんです」

言葉の端々に「自己責任」の信念が通る吉田

さんである。

「舟田さんは、鈴をつけて行かれますか」

山によりけりだけれど、まだ親の責任はあると

思い、夫婦だけの時は必ずつけている。

「危険というと、すぐ熊と思う人が多いよう

ですけど、実際には落石とか、枯れ木の倒木と

か、スズメバチとかの危険の確率の方が高いで

すよね」

ようするに、山の危険=熊、対策に鈴をつけた

=それで山は安全と、あまりに短絡な安全概念

のことのようである。

「前に女房の山小屋にいた時、いろいろ教え

てくれる人がいて、黙って後ろを付いてい<と
いうこともありました。そうすると、見通しの

悪い笹藪、動物臭い所、あるいは道が急に曲が

るような所で、その人は声を出していましたね

。ホッホーという感 じで。相手に、熊とかなん

かに『私達がいるぞ―』という合図を送ってい

たんですね◆だから私も、見通しの悪い時や、

けもの奥かったり、糞を見たり、風が向こうか

ら吹いてきててやばいなあと思うような時には

声を出すことにしてるんです」

ああ、なるほど。山には先住人がいるとの認

識。地形、風、状況といった我が身が今どこに

いるかを五感をとぎすませての確認。そういっ

たマナーも、保身の技術も警戒心もな <、 「綺

麗 !」 「健康的 !」 「快適 !(軽装備、清潔、

温泉付きなど)」 で山へ入り込んでいるのが今

の登山者なのである。

今、情報はあふれている。その一方で「人か

ら人への本当の知恵Jのようなものは伝わって

いないのではなかろうか。

「自分で得るより、習う知識の方が多いと思

います。自分でできる経験なんてわずかなもん

です。本も読んでます。読んでわからない所が

あつたら、幸い親しいのがいますから、電話を

かけて聞いたり.昨日もこれ (先にお届けして

あつたOB会の会報)読んでて、なるほどと」

編者はテレテレ、汗顔の至り。それでも読ん

でもらわなければ伝えられない、間違いの指摘

もしてもらえないと、恥をかくことにしている

のだ。

そろそろ電話が繁く掛かりだした。最後の質
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間のあたりである。この後にいただい

～

山行予

定表を掲載しておくが、山行数から、その行き

先から、しかもその多くが「日帰り」には唖然

である。今年海の日に舟田夫婦は、猿倉～白馬

～清水岳～不帰岳～祖母谷～欅平を歩いたのだ

が、二日目の長かつたこと !そこを日帰りした

という。正確には、女房と黒都駅で別れ、自分

は糸魚川で泊り、電車がないので翌日車をとリ

に行つたということだつたが一。前回の買物の

際、思わず

「それじゃ、ほとんど走つていたんじゃ ?」

と、聞いたら、そのコースは女房は20年ぶりか

くらいだつたから、清水から不帰の避難小屋ま

ではとばし、そこからはメドがたつて、歩いた

のだという。もちろんそんな精鋭ルートに同行

したのは奥様の友人一人だけだつたそうだ。

「日帰り」を頭においてコースをもう一度見

ると、「釘を刺される」以前に御辞退申し上げ

なければならない所ばかり。

「あの一 トレーニングは…できるはずないで

すよね、お店がありますし。ようするに、これ

だけ行かれている、山行そのものが トレーニン

グってことですよね」

「舟田さんが想像されてるほどすごいことは

やってないです。老夫婦がちんたら歩いている

だけのことで…」

「コースはどうやつて決めておいてるんです

かJ

「だいたいこいつがこの山行きたい、あの山

行きたいつて言つて (奥様の方を見てニコニコ

)、 来月の終わりは早月やなとか、二人で行く

時なら、そろそろ体力つけんなんなとか店ん中

でしゃべつとつたり」

「まあ遅くなってもヘッドランプをつけて、

安全にゆつくり下りればいいから。そんな感 じ

ですよね。そんなむつかしく考えてないですか

ら」

「ただ、夜遅く山から下りてくると、食事す

る所がない、風呂入る所もない…それが一番あ

いそむないですね。コンピニじや味気ないし…

と言つても、帰りはいつもラーメンです」

ウワワ…である。離にでもお働めできること

ではないが、ヘッドランプを持つ、非常食を持

つ、ッェル トも持つなど十分な備えをし、コー

スを熟知していれば、日帰リロにも随分と余裕

が出来、安全の幅を広げて考えられるというこ

となのである。

それにしても、そういうシオリーを持つ旦那

はいいとして、それに付き合つている奥様はも

っとすごいではないか !

さっきとは反対側から。いよいよスキー

シーズンです

「山へ行きたい気持ちは私より、あいつの方

が強いと思いますよ。」

そりゃあ、女性は妊娠の育児のと、拘束され

る時間が多い。「行きたい」が募る所はわかり

ますけど…。

「女房もね、佐伯さんの魚津岳友会に入つて

たんですよ。だけど自営業だつたから、普通の

サラリーマンが行けるような時にかえつて休め

ない。行きづらかったみたいですよ」

その、かもしかのような奥様はあちらでニコ

ニコと笑つていらっしゃる。

今年の日帰り圏で一番遠かつたのは越後駒、

鷲羽岳になるらしい。あんな所が日帰り圏 ?ま

たも口がばかんとあく私に、やはり見通しがつ

く所まではとばして、後はヘッドランプつけて

歩いていたのだ…の返事。

聞いたところで真似はできない。ただ、たし

かにそうやつて装備をきちんと持てば、不測の

事態がおきてもパニックにFlgら ずにすむかもし

れない。

道具がどれだけ、山での安全を拡大してくれ

るか…それを日帰り登山で実証しているのが吉

田さん夫婦なのだった。

骨の髄まで「山道具屋のオヤジさん」なのだ

った。
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1999 山行予定表
月日 曜日
4。 10土～H日
4.13火
4。 20火
5.4火～ 5水
5。 8土～ 9日

5。 H火
5。 15土～ 16日

5。 18火

5。 20木
5。 23日

5。 25火
6.1火
6. 6日
6。 8火
6.13日
6.15火
6。 20日

6。 22火
6.29火
7.1木
7.3土
7.6火
7.13火
7.14水 ～ 16金

8,6金～ 8日

8.17火
8.24火 ～27金
8.31火
9.5日
9.7火
9。 14火
9.21火
9.28火
10.5火
10.12火
10.17日
10.19火
10.23上
10.26火 Яqム

駿ラス
1.2火
1.9火
1,16火

1.23火
1。 30火

山 名  (4予  程 )

蓮華温泉 (栂 ノ森 天狗原 フリコ沢 小屋 天狗庭 乗鞍 天狗原 栂ノ森 )

日照岳 (尾神橋 送電線巡視路 山頂)往復

笈ケ岳 (中 宮温泉 地雷谷 冬瓜山 シリタカ山 P1626 山頂)往復

燕岳 (中 房温泉 合戦小屋 燕山荘…泊 山頂)往復

立山御山谷 (室堂 室堂山荘…泊 一ノ越 御山谷)往復 Mt.SKI
頭巾山 八ケ峰 (野鹿ノ滝 登口 山頂)往復 (染 ケ谷 分岐 山頂)往復

立山剣沢 (室堂 み くりが池山荘…泊 雷鳥沢 御前小屋 剣沢)往復 Mt.SKI

三周ケ岳 夜叉ケ池山 (岩谷川登口 夜又ケ池山 三周ケ岳)往復

別山 (一 ノ瀬 チプリ小屋 御舎利 山頂)往復

毛勝山 (片貝山荘 阿部木谷 ボウサマ谷 稜線 山頂)MtoSKI
高二郎 (犀川ダム 金山谷 石楠花尾根 山頂)往復

川上岳 (位 山山荘 山之口川登口 P1617 山頂)往復  200名 山

籾糠山 (天生峠 天生湿原 ブナ林分岐 山頂 分岐 小平湿原 登口)

権現岳 鉾ケ岳 (棚 口登口 胎内洞 権現山頂 突鶏峰 鉾ケ岳 島道鉱泉 )

赤兎山 (小原林道登口 小原峠 山頂 避難小屋)往復

漆山岳 (                 )
僧ケ岳 (烏帽子分岐登□ 前僧ケ岳 ,仏ケ原 山頂)往復

北ノ俣岳 (飛越トンネル登口 飛越新道 寺地山 避難小屋 山頂)往復

笠ケ岳 (新穂温泉 登口 杓子平 山頂)往復

鍬崎山 (ゴンドラ山頂駅 瀬戸倉山 大品山 山頂)【重広恒夫氏応、るさと名山登山】

別山 (市 ノ瀬 覗  チプリノJヽ屋 御舎利 山頂)【重広恒夫氏応ゝるさと名山登】

霞沢岳 (上高地 明神1 峠 P242 Kl K2 山頂)往復

蓮華岳 (扇沢 大沢小屋 大岩 針ノ木峠 山頂)往復

烏帽子 野口五郎 水品 赤牛 奥黒部ヒIッ テ 平渡し 黒四ダム 立山室堂

白馬岳  【中自白馬登山】

浄土山 龍王山 雄山 別山 (室堂 浄土 龍王 雄山 別山 雷鳥沢 室堂 )

祖母谷 清水岳 白馬岳 朝l日 岳 犬ケ岳 白鳥山 親不知

前穂高岳 (上高地 岳沢小屋 山頂)往復

唐松岳 (第一ケルン 八方池 上ノ樺 丸山ケルン唐松山荘 山頂 )

剣岳 (馬場島 早月小屋 山頂)往復

薬師岳 (折立 三角点 太郎小屋 薬師峠 薬師小屋 山頂)往復

蝶ケ岳 常念岳 (須砂渡 三俣 前常念 常念 蝶ケ岳 ヒユツテ 三俣 )

釈迦岳 (分岐 山頂 北龍 大汝 御前峰 室堂 クロポコ 別当 分岐 )

猫又山 (取水ロ ブナクラ谷 峠 山頂)往復

金山 雨飾山 (大海川登口 天狗原山 金山 笹平 雨飾 荒菅沢 小谷 )

人形山 (中 根山荘 宮屋敷 分岐 山頂)往復
三方崩 (平瀬林道登口 四等三角点 P1624 基準三角点 P1956山頂 )

経ケ岳 (保 月山 杓子岳 中岳 山頂)【重広恒夫氏 応ゝるさと名山登山】

料碁=基≠蜂 (市 ノ瀬  チプリ小屋 別山 三ノ峰)往復

青海黒姫山 (鉱山事務所 前山 山頂)往復

耀疑卜 (スキ‐場登口 P1233天 ノ岩戸 山頂 天ノ泉)往復

浄法寺山 丈競山 (旅行村 冠山 ラクダノ背 浄法寺山 丈競山)往復

立山 雄山 (室堂 一ノ越 雄山)往復

奥医王山 (見上峠 医王ノ里 西尾平 白π山 夕霧峠 奥医王)往復

☆

☆

　

☆

☆

　

☆

一般装備 (必ずご用意下 さい)

登山靴 雨衣上下 防寒具 下着替 (含靴下)手 袋 地図 &コンバス ホイツスルナイフヘットランプ(予備′|ッ テリ)

水筒 弁当 _非常食 嗜好品 常備薬 保険証写 洗面具 筆記具 時計 マッチorラ イターロールベ‐′i―

特殊装備 (季節 場所等による特殊装備 必要時はお知らせします )

ビッケル アイゼン デイル スリング カラビナ ハーネス シェラーフ マット テント 」―グル スコップ[ヨ J日 中冒 オーバーグロ‐プ 11ヨ巳月風 コンロ  'n etc.

その他の装備 (一般に有ると便利なもの)

ザックカバースタッフリlッ グステッキorス トックスリ1ッ ツ jミ袋 サングラスコップコンロラジオ 電話 無線機 高度計

上記山行を希望の方は、事前にコース等を検討の上、無理の無い山行にご参加下さい。尚万が一に

備え、山岳傷害保険等の加入をお奨めします。 (10日前迄にお中し込み ください)

装備は山中で良 くある トラブルを最小限にとどめる為必要な物です、必ずご用意下さい。
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ケルン 2001年 山行予定表
Date       MtoNAME

:::I炎   易醤召長遜轟奨亀誹

口

林暑
帽

孟裟贅往
;]方‖[)I』 )往復5。 8火  高頭山 (熊野川第 3発電所 滝分岐

5。 12土   立山 ‖toSkI(御山谷 浄土西面 国見)

13日         (雷 鳥沢 剣沢)

5。 15火  岩籠山 夕暮山 (林道登口 堰堤 分岐 岩籠山頂 夕暮山頂 分岐 登口)

5。 20日  金剛堂山 (栃谷 前金剛 山頂 奥金剛 林道 東俣谷源頭 林道 栃谷)

5。 22火  キラズ山 (吉野東猪谷林道登口 山頂)往復

六谷山 (茂住峠 P1370 山頂)往復
5。 27日   鳴谷山 (百合谷登口 鎧壁 分岐 山頂)往復
5.29火  小秀山 (キヤンプ場 夫婦滝 三の谷分岐  カプト岩 山頂)往復

6.5火  三国山 赤坂山 (黒河峠 広場 分岐 赤坂山 分岐 三国山 広場 黒河峠)

6.10日   天蓋山 (山 ノ村キヤンプ場 P1380 雀平 山頂)往復
6.12火  銀杏峯 (小葉谷橋登口 鉱山跡 大雲谷分岐 山頂)往復

部子山 (ゲ
‐卜登口 神社跡 山頂)往復

6。 19火  僧ケ岳 (東又発電所 成谷山 山頂 仏ヶ平)往復

6.24日   赤兎山 (小原林道登口 小原峠 山頂 避難小屋)往復

6.26火  四阿山 根子岳 (菅平登口 P1992 根子岳山頂 南峰 北峰)往復

7.1日  大門山 赤摩木子山 (ブナオ峠 分岐 大門山頂 分岐 赤摩木子山頂)

7.3火  有明山 (黒川沢登口 前山 P1714落合分岐 北岳 中岳 南岳)往復

7.10火  鳥甲山 (猪平登口 白クラ山 弟1刀岩 山頂 赤クラノ頭 屋敷山 屋敷)

7.17火  越後駒ケ岳 (駒 ノ湯登口 栗ノ木沢ノ頭 小倉山 前駒 山頂)往復

8。 7火  お花松原 (別 当出合 殿ヶ池ヒェッテ 黒ボコ 室堂 大汝分岐 お花松原)往復

8.8水  お花松原 (         同上               )
8.14火  白山 (別山 南竜 室堂 大汝 四塚 釈迦岳 市ノ瀬)

8.21-24  中央アルプス縦走
8。 28火   白馬岳 (猿倉 白馬尻 大雪渓 清水岳 不帰岳 祖母谷 欅平)

9.4火  鷲羽岳 (新穂 ワサビ平 秩父沢 鏡平 双六小屋 三俣山荘 山頂)往復

9.8土  白馬岳 (猿倉 白馬尻 ネカ 平 白馬山荘)泊
9日      (白 馬山荘 山頂 三国境 小蓮華 大池 栂池自然園)

9。 11火  笠ケ岳 (笠新道 杓子平 山頂  クリヤ谷 槍見温泉)

9.18火  剣岳 (早 月尾根)往復
9。 25火  鹿島槍ヶ岳 (大谷原 西俣出合 高千穂平 冷乗越 冷池山荘 山頂)往復

10。 2火  黒姫山 (御巣鷹林道登口 姫見台 黒姫乗越 山頂 峰ノ大池 乗越 登口)

10。 9火  岩菅山 (一 ノ瀬登口 聖平分岐 岩巣護橋 ノッキリ 山頂)往復

10。 16火  涸沢岳 (新穂高 白出沢 奥穂山荘 山頂)往復

10。 20日   中山 (馬場島 後本松 山頂)往復

10。 23火   火打山 (笹 ヶ峰 黒沢 七曲 富士見平 高谷ヶ池 天狗ノ庭 山頂)往復

10.30火  鉢伏山 (フロヤ谷登口 亀谷分岐 鉱山跡 山頂)往復
山頂)往復
神社 分岐 戸隠中社)

倉谷山頂)往復

山毒弱喜纂姦彗詈猛交憲ぃ霙]装こ了子「
検受F+、

無理の無い山に御参加下さい。尚、万が一に備え、
記の装備は必ず御用意下さい。

装
業』
爺
I雪
製
景詈l湯き最薬 震冨韮魯

む
樽喜

)洗
吾貴 峯肇賢 11子べ_,1 興翼

ン
電tcIツ

ヂrライター

そ
昇舞β兼瘍1鳥島ま霧,1勇P3)1鬼帯電話 無線機 高度計 サングラス etc.

詳しくは右記迄 ケルン 金沢市高柳町2-7-l TEL 076-252-5255 営業時間 平 日 10:30-20:00

FAX 076-251-0832        日祭日 10:30-19:30
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スキニ●登山・キャンプ
山とスキーの専P5店

例 レン CttRN(、 薄 蹴 騒 IF濯:2

冬山用品・アルベンスキー
テレマークスキー0山岳スキー

蝙
ず蝙

一
訂
隆
掛

篇
ダ

・―‐‐́″

1999.4.20撮影 シリタカより笈ガ岳  2000.6.20撮 影 釈迦新道下のオオサクラソウ

警錮 |.=‐
"

趾渕|
ヽ

書

山とスキーの専門店        〒920-0005 金沢市高欄町27‐ 1

例 EたARN ttI言馘薦亀帯輝:ガF

■●|■糧惚■lm爾日■目m遷囃囲国圏鶴臨轟薇鑢躾隋屁吻鰈躊餘颯颯錮■鷹匿ii野:当麟冬吻靡躍題目躙骰鐵隕ゝ 蛉鰺蜆瞳軋⑮k11コ

熙
機に.ILI譜 .疱鮮塁,』i錮 ‐.・‐‐ず鮮難|■ |11■ |‐llな輻礼■閂5日尚嘔憂F

褥1腑i摯   卜覺鸞瞑

鍮

TI

顆
靱1孟

‐ド珈
榜|‐ |‐|1払珈

'■
1彪厖軋:■卜ll咆し1‐|:警餘劣昴lηl莉
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